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　掲載記事についてお詫びと訂正
■神緑会ニュースレター第12巻第3号　39頁
　神緑会ニュースレター第12巻第3号　39頁「神戸大学医学部医学科の歴史の継承」に記載させて
いただいた記事に誤りがありました。
　訂正してお詫び申し上げます。

　【誤】 A. Bedder　【正】 A. Vedder　　　【誤】寺島俊男　【正】寺島俊雄

■神緑会ニュースレター第13巻第1号　19頁
　神緑会ニュースレター第13巻第1号　19頁「神戸大学医学部　部活紹介リレー」に記載させてい
ただいた記事に誤りがありました。
　訂正してお詫び申し上げます。

　【誤】米山美唯　【正】米山未唯











容赦願います。

安土城跡：焼失した信長の城。石垣のみが残っている。天
守台跡まで登るのにはかなりの体力を要する。

小谷城絵図：浅井氏の拠点の山城。長政はここで自害する。
登ってみたが、城の痕跡が僅かに残っている程度であった。
城址まではかなり険しい山道でした。

関連する城跡の写真

有岡城跡：残っているのはこのような痕跡のみ。近くには大きなイオンモールが
ある。その西側が広大な有岡城であったとのことである。
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明治２年神戸病院建設を起点とした歴史探訪の最後として

１．初めに
　神戸大学医学部の歴史は、明治２年の神戸病院の建
設から始まり、医学校併設を経て明治21年に廃校と
なり、神戸病院のみが存続した。明治15年から21年
に医学校長であった神田知二郎先生が、功績を称えた
巨大な石碑が現医学部の東隣の廣厳寺、通称楠寺に建
立され、その石碑は、神戸大学医学部50周年記念事
業で建設された神緑会館（同窓会館）に平成13年に
移設された。40周年記念事業時から楠寺側から、神
戸大学医学部管理が望ましとの申し入れがあったとさ
れていたが、50周年記念事業に持ち越された。他に
は、兵庫県庁に保管されていた「購金禄」（病院建設
の費用を広く集めた記録、明治元年）や明治２年の病
院建設を裏付ける開港30年史（神戸市刊行）１）が貴
重な資料であった。

２．‌�神田知二郎石碑の学内移設と神戸医学校学籍簿、
「嗚呼（ああ）恩師神田知二郎先生」２）の入手

　平成13年に完成した（阪神淡路大震災のため、約
５年遅れ）神緑会館（同窓会館）に神田知二郎石碑を
移設したことにより、平成15、16年に神田家ゆかり
の方々が医学部を訪問された。
「命日である３月28日に楠寺に
お参りしていたが、副住職に石
碑が神戸大学に移設されたこと
を聞き、訪問しました。一等地
に移していただいて感謝してい
る」とのことであった。菅　キ
エさんの母が神田家兄のお子さ
んで、子供がいなかった神田先
生の養女となった。神田家の長
男の死後、夫人より菅　キエ氏
と息子の菅　達夫氏に神田先
生ゆかりの書類等は引き継がれ

たので、「医学部に引き継ぎたい」として２年連続の
訪問となった。神戸医学校時代の学籍原簿３）、長澤　
亘氏の書かれた「ああ、恩師神田知二郎先生」（昭和
12年７月26日記す）等の書類が入手され、神戸大学
図書館文書館に相談のうえ、同館に保存に至った。

２－１．‌�神田氏石碑移転改修の次第（「ああ恩師神田
知二郎先生」より抜粋）

　昭和12年５月18日楠寺総代山田平三郎氏来訪せら
れ、神田先生記念碑の移転改修を請求せらる、その理
由は本碑の基礎薄弱の為か先年傾斜して、寺方より多
大の費用をもって修理されしが、再び少し傾斜するに
至った。この度、宝物殿を建設するにつき移転改修を
要する事となりしも、建設当時の書類もなく、市内開
業諸氏の寄付を募って費用に充てる計画であったが、
ふと小生が非常に縁故のある者であると聞き伝え相談
に来られた。自身の独断で引き受けるも僭越に思った
ので、２、３の先輩に聞き合せた処矢張り建設当時の
模様明細ならざるに依り諸氏の承諾を得て、報恩の為
万事引受けた。
　本碑移転の総ての雑事に就いては、住職千葉氏信徒

神緑会顧問、監事　前田　盛（昭和46年卒）

写真１　左：改修中ノ御遺骨奉祀　右：移轉改修除幕式
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総代山田氏のご親切なる御努力御指導を煩し、地を掘
り松杭を多数打ち込み、その上に基礎石を置き本碑を
建設す。本碑中に在りし御遺歯は、工事中本堂にお祀
りせしも是を更に土瓶に納め、基礎の混凝土中に手厚
く葬れり。（嗚呼神田知二郎先生16pより）　

３．‌�「八十八歳夢物語」4）、家系図の入手と困難な時代
を超えて（太平洋戦争）

　本年８月、予期せずに吉田　浩、直生（すなお）親
子の訪問にて、長い歴史の空白に整理がついた。
「八十八歳夢物語」の存在は、知っていたが、吉田氏
から今回、提供を受け、改めて以下、抜粋
　長澤　亘先生は、慶応２年（1866年）姫路で出生、
薬剤師を目指して姫路病院の薬局調剤見習いとなる。
当時の公立姫路病院院長の神田知二郎が明治15年公
立神戸病院病院長・医学校長に転任するとその後を
追って神戸病院の薬局調剤生となる。神戸医学校の入
学を目指し、受験勉強に励んだ。当時、県財政のひっ

迫のため、公費生削減の中、明治17年合格者60名の
第６番目、最後の枠で公費入学を許された。明治21
年、丁度医学校廃校の年に卒業し、神戸病院臨時雇医
院に採用された。翌年に生涯の師と定めていた神田知
二郎先生の死に直面、一念発起して神田知二郎の母校
の東大医学部小児科撰科に明治24年入学した。６年
後の明治30年に神戸に戻り念願の小児科医院を開業
した。更に明治40年小児科病院を生田区下山手通５
丁目21番地、兵庫県庁近くに建設した（写真３）。な
お、明治36年に日本小児科学会兵庫県地方会を全国4
番目の速さで立ち上げた。平井毓太郎京都大学小児科
教授を招いての抄読会も昭和３年、開始、継続した。５）

	
３－１．子女の事（八十八歳夢物語、60～ 61p）
　　　　家系図（25p）参照
　妻は12人、男６人女６人を出産し、長女は５ヶ月
急性化膿性髄膜炎にて５日の経過にて死亡せり。痛ま
しいながら解剖を為し其の病状を東大小児科広田先生
在職15年記念号の小児科雑誌に報告しその道の為と
した。長男は生活力薄弱で肺炎のため１ヶ月にて死亡
す。二男信一郎只一人目下生存、三男外治は姫路高等
学校結核性腹膜炎にて死亡、四男三省戦死、五男弘を
喉頭結核にて死なせ、其の他五人の女子は幼少より健
全にしてかって病床に就きしことなし。誠に不思議で
ある。中略
　二女直子は医学博士高橋保氏に、三女輝子は経済学
士小松幸雄氏に、四女清子は医学博士横山忠知氏に、
五女澄子は医学士吉田太郎氏に、六女道子は農芸化学
士渡邊実氏に嫁す。然るに吉田・渡邊両氏は戦死、横
山氏は病死す。以上の如く戦死病死にて不幸の境遇に
出合い五人の未亡人が出来た。しかもそれが殆ど同時
で１、２年間の事である。中略
　人の一生ほど浮沈の多きものは無い。悲必ず悲なら
ず。喜必ず喜ならず。今は苦難の境遇にあれども17
人の孫のうち、一人ぐらいは必ず出色の者あらんかと
自分は信ず。自分は必ずしも富貴を願うものでは無
い。万物の長である人間の最高の道徳を知る人物であ
る自分は之れを信じ、且つ天に祈る者である。
　世の中は如何に乱れるも吾が心正しく持た
ん神に祈りて

写真２　神田知二郎石碑　移転修復後
（２－１　カラー、２－２　白黒、裏面に改修時の長澤氏の功績記す）

写真３　長澤小児科病院（看護協会の場所、兵庫県公館の西）

長
澤
小
児
科
病
院
前
景

長
澤
小
児
科
病
院
全
景
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　家系図は、吉田設計事務所50周年発行に
あたり、吉田　浩、直生　親子により比較的
最近に作成された

３－２．病院及び住宅の戦災及び其の後の状況
　　　　（八十八歳夢物語49ｐ～ 50p）
　昭和20年３月17日午前二時半空襲警報あり、直ち
に飛び起き支度を為し第一に入院患者に看護婦その他
を付き添へ諏訪山方面に避難せしめた、残るは老小使
い２名看護婦一名の少数にて初め数か所の焼夷弾は消
せども何分暗中何事も出来ず、自分は唯独り電車筋に
立ち病院の最後を見守りたり、初め西方摂津病院が燃
え上がり、次いで南の木炭店、次は東方宝屋菊水楼が
炎上し、病院は一時は残るので無いかと思いたるも、
何分後より後よりと続く編隊による３、４回の来襲で
落下する焼夷弾は火の雨の如く、敵機は此の猛火焔中
より吾が頭上を悠々と北西に退去す。
　自分は、最早是迄なりとその最後を見届け五十年の
苦心も此れにて水疱に帰したりと諦めたり。６月５日原
田の本宅及び所所の貸家は猛爆に遭い悉く全焼せり。

４．経過と混乱の整理
　長澤家関連の整理について、寺島俊雄前神経発生学

教授は、次男信一郎氏が画家の道を
あきらめて、神戸大学図書館に勤務
されていたことを突き止め、芦屋市
の自宅近くの探索を行い、実を結ば
ず、記録に残していた（平成26年）６）。
　「平井の梅」の石碑が寺島先生や
小児科関係者の間で問題となり、平
成28年10月29日に神緑会館内に移
設された。信一郎氏の長男　信方氏
が東大教授であり、少なからずの交
流が生まれたが、６年前の谷川氏　
神戸大学医学部昭和61年卒、谷川　
武　順天堂大公衆衛生学教授の東京
電力の産業医としての経験を説明し
た際に、「平井の梅」の知見を話した
ことによる事を私信にて確認した。７）

　更に、神戸市のど真ん中の存在に
も間わらず、詳細は我々の記憶から消え去った状態で
したが、その発掘は、最後の歓びであった。長澤小児
病院は、昭和20年３月17日の空襲で跡形もなくなり、
その他の消息は分からないものとして扱われてきまし
た。神戸医科大学昭和29年卒業の故下奥先生（兵庫
医大眼科学教授、神緑会理事、顧問歴任、医学部50
周年記念事業後援会会長）は、常に気にかけておられ
たが、空襲で焼失し、その後の消息は分からない」と
説明されていた。平成30年の西村氏（４女 清子様の
子息）の訪問後にお見せいただいた２枚の地図をお送
りし、「旧関学が載っている方は初めてですが、もう
一枚の方の地図で
上方に電車の路線
が走っているのは
知 っ て い ま す。
「旧長澤病院は看
護協会→神戸日赤
也→県警の自動車
検定場となってい
る。横東側の溝の
ところに昔の敷地
の低い石垣が残っ
ています」とのハ

長澤家（母方）家系図

ハガキ　下奥　仁（昭和29年卒、故人）
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ガキをいただきました。
　私の私的な疑問、例えば、次女直子様の嫁ぎ先の高
橋医師の西脇での開業後、お孫さんが医師になってお
られる事など、少し個人的内容まで了解をいただいて
ですが、確認しました。
　最後に、「平井の梅の」石碑問題は全て解決したと
思っていましたが、楠寺で「石碑が行方不明」と最初
に声を上げた堀口先生らは、2006年の段階で石碑の
下の段が消えた、片隅に打ち捨てられてあったとの記
述がある。

　楠寺側の説明に、「阪神淡路大震災の後の整理に高
額の費用が必要だった」とあり、納得頂けるでしょう
か？８）

５．終わりに、感謝の言葉
　長澤亘先生直筆の２冊の本は、内容も豊富で、読む
者の心を打つ。苦労や努力を全く見せないのも特徴か
と思います。２度（2003～４年と今回）の大量の情
報提供にあずかったのは、望外の喜びで、勝手な表現
ですがこれほどの大事件の後は、これぐらいの時間を
要するものと考える事にします。それでも、吉田浩、
直生親子には、心からのお礼を申し述べます。一目で
わかる家系図の存在は、困難な時代を生きられたご苦
労を、瞬時に読者に理解させる事ができます。感謝に
堪えません。また、踏み入れられたくないような個人
レベルも知ろうとしたようにも思いますが、寛容に受
け入れていただき、大変ありがとうございました。

挿入写真等
写真１．神田氏50周年記念行事　除幕式
写真２．‌�神田知二郎石碑　移転修復後（２－１．カ

ラー、２－２．白黒、裏面に改修時の長澤氏
の功績記す）

写真３．‌�長澤小児科病院（看護協会の場所、兵庫県公
館の西）

図　‌�家系図（長澤家）
　　戦争の影響をまともに受けた家系図
ハガキ　下奥　仁（神戸医科大昭和29年卒、故人）
写真４．平井の梅original
　　　　八十八夢物語　写真20

参考事項・文献等
１）‌�開港30年史から100年史　各年代の号、神緑会
館建て替えで、倉庫に眠る

２）‌�記念文集「嗚呼恩師神田知二郎先生」昭和12年
（1937年）７月６日発行、後ろ付けに非売品、
発行元長澤小児病院、著者　長澤亘

３）‌�学籍原簿　学生毎に一枚の用紙、神戸大学付属図
書館文書資料室所蔵

４）‌�長澤亘著「八十八歳夢物語」発行者　長和会、昭
和29年２月23日　本人直筆の長年の記録を本人
了解の上に発行、神戸大学社会科学系図書館蔵書

５）‌�中村肇　名誉教授特別講演、「平井の梅」、神戸に
おける小児医療の生い立ちを訪ねて　神緑会
ニュースレター　第７巻第３号　10 ～ 12ｐ
2015年12月11日発行

６）‌�寺島俊雄　神戸街角の解剖学　寺島俊雄教授定年
退職記念誌発行会　第13章長澤亘　平井毓太
郎ー「平井乃梅」の今　67～ 70ｐ　2016年６
月15日発行

７）私信　前田盛―谷川　武　2021年10月１日
８）‌�堀口俊一、西尾久秀、林千代、労働科学、82巻
２号　70～ 76ｐ　2006

写真４　楠寺に於て平井先生記念碑結成式（昭和25年１月14日）
「平井の梅」と読める部分の石碑のみ残り、下段のやや白い部分は
失われている
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祖父　長澤　亘を偲んで

　私の記憶では、太平洋戦争で神戸の街も爆撃が激し
くなってきて、終戦を迎える頃、住んでいた生田区
（今の中央区）中山手通が爆撃されるとのことで、塩
屋のジェームス山に在った、祖父の別荘に祖父の家
族、私の家族や、他２所帯が疎開して住んでいました。
　原田の森に在った自宅も、県庁前に在った病院も焼
かれ、焼け跡を眺めて、途方に暮れていた祖父の様子
を見た母から、病院や家が焼かれ、何もかも無くなっ
たことを聞きました。
　又５男６女の子供たちの多くを戦争で亡くし、戦争
の無意味さ、惨さを身に染みて感じたのではないで
しょうか。
　戦後しばらくは塩屋に住み開業医もしていました
が、数年して灘区の原田の森に自宅を再建し元の場所
に住むようになりました。
　私と祖父とのかかわりは塩屋の疎開時代で私が幼児
～小学校の低学年の頃でした。庭には柿の木や、池や
田んぼや井戸もあり、畑仕事をしたり大根を漬けたり、
白衣で患者さんを診察する姿も思い浮かびます。
　一番の記憶は祖父の大事にしていた、池に張り出た
木に登り遊んでいると、突如折れてしまい母親から、
今晩祖父が帰ったら謝りに行きなさいと叱られ、祖父
が帰ったのを見計らい、母と謝りに行ったのですが、
普段厳格な祖父でしたので、こわごわ謝りに行ったこ
とを覚えています。その時心配してくれたのか、怒ら
れたのか何の記憶もなく、孫に甘かったのか、あまり
私には反省の態度がなかったのではないかと思います。
　吉田の家系も祖父が外国航路の船医で、父も日赤病
院の外科医でしたので（昭和20年北支で戦死）、周り
の人は医学の道に進んだらと言われましたが、自分の
血を見るだけで気分が悪くなるし、頭もついて行かな
かったので、色々考えた末に建築の道に進みました。
現在建築設計の道で、創業51年になります。
　祖父「88才夢物語」の著書の中で「今苦難の境遇に

あれども17人の孫の内、１人位は必ず出色の者あらん
かと自分は信ずる、自分は必ずしも冨貴を願うもので
は無い、萬物の長である人間の最高の道徳を知る人物
である自分は之を信じ、且つ天に禱る者である。」と
記しています。我々孫達は祖父の思いを受け継ぎ、祖
父の名を汚さないように、それぞれの道で人のため社
会のために、役立つ生き方をしていきたいと思います。
　最後になりましたが、神緑会監事の前田先生とのお
出会いのきっかけを書かせていただきます。私の息子
が昨年九月にアナフィラキシーを発症し原因を知るた
め、三菱神戸病院から神戸大学医学部付属病院を紹介
されました。
　皮膚科の福永先生の診察を受け、（小麦依存症運動
誘発アナフィラキシー）であることが判明しました。
今年３月に入院し、小麦アレルギーについて詳細な検
査と他のアレルギーを調べることが出来ました。７月
入院中の担当医の織田先生に経過観察をして頂いたと
きに、息子が私から聞いていた曽祖父の長澤亘の石碑
についてお聞きしたところ、神緑会を紹介していただ
き、後日私も息子と神緑会館を訪問させていただき、
前田先生にもお会いし、祖父の関係する石碑や写真や
文献などを見せていただき、非常によく調べられて、
身内の私が知らないことを沢山教えていただき、祖父
亘の有りし日を偲ぶこ
とが出来、これも祖父亘
のおかげで前田先生に
もお出会い出来る機会
を作ってくれたような
気がします。本当に有難
うございました。
　神緑会の益々の発展
をお祈り申し上げます。

令和３年10月13日

外孫（５女澄子の長男）　吉田　浩

株式会社吉田設計事務所
創業50周年　表紙
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CiRA便り

神緑会の皆様、平素は京都大学 iPS 細胞研究所（CiRA）にご理解、ご支援を賜り、誠にありがとうございます。
今号では、筋萎縮性側索硬化症（ALS）の患者さんを対象とした第一相試験の結果のご報告及び新型コロナウイ

ルスワクチン効果の年齢差・個体差の実態とメカニズムの解析の臨床研究開始について紹介いたします。

京都大学iPS細胞研究所　基金事務局　上野山直子

　CiRAの井上治久教授らの研究チームは、徳島大学
病院、京都大学医学部附属病院、北里大学病院、鳥取
大学医学部の研究チームと、「筋萎縮性側索硬化症
（ALS）患者さんを対象としたボスチニブ第１相試験」
を実施していましたが、このほどその結果を公表しま
した。
　ALSは、運動神経細胞が変性して筋委縮と筋力低下
を来す進行性の疾患で、経過に個人差はあるものの、
人工呼吸器を使用しなければ、発症から数年で落命さ
れる疾患です。ALSの進行を緩和する既存薬はありま
すが、いまだ進行を停止する根本的治療は確立されて
いません。
　井上教授の研究チームは、これまでにALS患者さん
由来のiPS細胞から作製した運動神経細胞を用いて、
ALSの病態を再現し、さらに、運動神経細胞の細胞死
と異常タンパク質の蓄積を抑えることができる化合物
のスクリーニングシステムを構築しました。
　2017年には、このシステムを用いて、既存薬のさ
まざまな種類の化合物をスクリーニングした結果、慢
性骨髄性白血病の治療薬であるボスチニブが強い抗

ALS病態効果を有することを見出しました。ただ、ボ
スチニブは、ALSを適応症として日本及び世界各国で
承認されておらず、ALSの治療薬として使用できる状
況にありません。
　ボスチニブの安全性と忍容性を評価し、探索的に有
効性評価を行うために、2019年より医師主導治験が
開始されました。研究チームは、この治験に参加され
たALS患者さんにおいて、ボスチニブにALS特有の有
害事象は認めなかったこと、ボスチニブの投与期間に
一部の患者さんでALSの進行の停止が見られたこと、
その目印となる可能性のある指標があったことを見出
し、それらを本年10月に発表しました。ただし、こ
の治験の被験者の人数が少数であるため、更なる検討
が必要であると考えられます。
　今後、iPS創薬から展開した本臨床試験の結果に基
づいて、多くのALS患者さんを対象としてボスチニブ
の有効性を調べるために、十分な安全性を考慮した上
で、次相以降の試験を計画しています。井上教授の研
究チームは、AIを用いた疾患予測技術と合わせてALS
の制圧を目指したいと考えています。

筋萎縮性側索硬化症（ALS）患者さんからの iPS 細胞

一部の患者さんで筋萎縮性側索硬
化症（ALS）の進行停止を確認
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　CiRAの濵﨑洋子教授らの研究グループは、京都大
学医学部附属病院とともに、「ヒト免疫担当細胞の加
齢変化に関する研究―新型コロナウイルスワクチン効
果の年齢差・個体差の実態とメカニズムの解析―」の
臨床研究を開始しました。
　わが国における新型コロナウイルス感染による死亡
者数累計は約17,783人（2021年10月５日時点；参
考文献参照）にのぼり、大きな社会問題となっていま
す。特に、上記の死亡者数に占める割合は、70代が
22.7％、80代が57.6％と高齢者に高く、その原因の
究明と対策は急務です。
　新型コロナワクチンは、新型コロナウイルス感染症
の発症を予防する高い効果があり、また、重症化を予
防する効果が期待されていますが、一般的に、免疫力
やワクチン効果は加齢に伴い低下することが知られて

います。
　この研究では、新型コロナワクチンの接種の効果が
高齢者でどの程度持続し、高齢者の免疫細胞がワクチ
ンにどのように応答するのか、一般成人と比較しなが
ら検証します。
　本研究は、新型コロナウイルスに対するワクチンの
免疫応答性を調査する公衆衛生上の重要課題です。ま
た得られる成果は、ハイリスクの高齢者に適したワク
チンスケジュールの立案や、ワクチン効果の予測や効
果の年齢差・個体差を解消するための新たな方法の開
発に役立つ可能性があります。
　
参考文献：‌�厚生労働省HP 新型コロナウイルス感染症

の国内発生動向(2021年10月５日)

iPS 細胞研究基金についてのお問い合わせ先

▪京都大学 iPS 細胞研究所　iPS 細胞研究基金事務局
〒 606-8507　京都市左京区聖護院川原町 53
TEL： 075-366-7152　FAX： 075-366-7034
メール：ips-kikin@cira.kyoto-u.ac.jp
資料請求専用フリーダイヤル：0120-80-8748（平日８時半～ 17時）

▪京都大学基金ウェブサイト
「京都大学基金」で検索してください。URL は以下の通りです。
http://www.kikin.kyoto-u.ac.jp/

新型コロナウイルスワクチン効果
の年齢差・個体差の実態とメカニ
ズムの解析
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神緑会会員名簿2021年（令和３年）11月１日現在版が
12月末に発行されます。ご希望の方は、ニュースレター
本号13巻第２号に同封しております振込用紙をご利用の
上ご入金下さい。１冊 10,000円（送料込）

一般社団法人　神緑会
〒650-0017　神戸市中央区楠町7-5-1　TEL 078-361-0616  FAX 078-361-0617　E-mail：sinryoku@med.kobe-u.ac.jp

神緑会
会員名簿が
発行されます

2021年版

会員相互の親睦にお役立てください

表紙「Sicily San Domenico Palace Hotel」　　野村　耕治（昭和61年卒）

シチリアのタオルミーナにある老舗ホテル　
もとは15世紀の修道院　季節の草花であふれた中庭
映画『グラン・ブルー』のロケ地としても有名

　本文にも記事があるとおり、大学の施設整備の一
環として新しい福利厚生施設が建設されるため、神
緑会館は本年８月で閉館となり、今は取り壊されて
います。そして、神緑会館の設備は跡地に建設され
る新しい福利厚生棟（令和５年６月オープン予定）
の４階に移されます。その中のメインホールについ

ては、その場所にかつてあった「神緑会館」の名称
を残したいと考え、「神緑会館記念ホール」との仮称
を提案しています。これについて、いずれ会員の先
生方に改めて賛否を伺いますが、現時点で他によい
名称のご提案があれば事務局にお知らせいただけれ
ば幸甚です。� （広報委員会）

編集後記

神緑会
ニュースレター

第13巻第２号

一般社団法人神緑会　会長　山崎　峰夫
〒650-0017
神戸市中央区楠町7丁目5-1 神戸大学医学部内
TEL 078-361-0616　FAX 078-361-0617
sinryoku@med.kobe-u.ac.jp

小野高速印刷株式会社
〒670-0933　姫路市平野町62番地
TEL 079-281-0008　FAX 079-223-3523
URL:https://www.ohp.co.jp/
http://www.dousou.info/

発行 印刷
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Sicily 1

Sicily 2

　掲載記事についてお詫びと訂正
■神緑会ニュースレター第12巻第3号　39頁
　神緑会ニュースレター第12巻第3号　39頁「神戸大学医学部医学科の歴史の継承」に記載させて
いただいた記事に誤りがありました。
　訂正してお詫び申し上げます。

　【誤】 A. Bedder　【正】 A. Vedder　　　【誤】寺島俊男　【正】寺島俊雄

■神緑会ニュースレター第13巻第1号　19頁
　神緑会ニュースレター第13巻第1号　19頁「神戸大学医学部　部活紹介リレー」に記載させてい
ただいた記事に誤りがありました。
　訂正してお詫び申し上げます。

　【誤】米山美唯　【正】米山未唯
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